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研究成果の概要（和文）：本研究は、がん告知の面談場面中におけるがん検診受診者の情動反応およびその際の
医師の共感的対応を、認知的側面および生理的側面から測定し、医療者と患者との情動的反応の相互作用機序の
解明を目的とした。対象は国立がん研究センター検診センターで面談を受けたがんの可能性が低い判定群48名
と、がんの可能性が高い判定群（9名）の受診者とした。解析の結果、がんの可能性の低い群では面談前に比
べ、面談後、不安感が軽減したが、がんの可能性の高い群では有意な低減は認められなかった、またがんの可能
性の高い群では、面談前後の不安の高さと医師への共感性の高さに相関があり、さらに心拍数の変化とも相関が
あることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：We have investigated whether empathetic behavior of examinees are associated
 with heart rate, The consultation and relational empathy (CARE), and State-Trait Anxiety Inventory
（STAI）. Participants were 57 examinees who are interviewed in National Cancer Hospital. Heart rate
 of participants had been measured by wearable bio-sensing device among interview. As a result of 
analysis of high risk group for cancer, there was correlation between empathy for doctors and 
anxiety. And there was correlation between anxiety and heart rate.

研究分野：精神腫瘍学、神経科学、精神医学

キーワード： 社会医学　神経科学　情報工学

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
がん検診の結果は今後の健康、生活などQOLに大きく影響することから、面談前、多くの受診者は高い不安感を
もちながら面談に臨んでいた。がんの可能性の低い判定群で面談後、不安が低減したのは、医師からがん検診の
説明を聞いたことにより当初の高い不安感が取り除かれたと考えられる。一方、がんの可能性の高い判定群で
は、不安が軽減した者、さらに増加した者など様々であった。これはがんの種別、検診結果の受け止め方、今後
の治療と向き合い方が受診者一人一人で異なることが反映されたと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

重要な面談においてがん患者は医師に対して共感的対応（例えば、患者の感情を受け止める言葉

かけ、充分な沈黙を置くなど）を求めている（Fujimori & Uchitomi, 2009）。一方で、医療者は

がんや認知症といった進行致死性疾患といった真実を伝える際に患者やその家族に対して医学

的に重要な情報を提供しなければならず、同時に情動的サポートとなる「共感」を提供するとい

う複雑なコミュニケーション技術に乏しさを感じ、大きな負担感を抱えている（Fujimori, 2003）。

技術が乏しいと患者の精神的ストレスに負の影響があり（Uchitomi et al., 2001）、さらに、が

ん告知後の自殺率の高さは社会的問題であることから（Yamauchi et al., 2014）、対策が求めら

れているが、少子高齢化社会を迎え、限られた医療者が多くの患者に寄り添うことには限界があ

る。「共感」とは、他者の考えや感情を洞察するために観察、記憶、知識、推理などを統合させ

た複雑な推論であり（Baron-Cohen, 2001）、共感行動は、先行研究において視線、語調、距離、

姿勢の側面から検討されている（McHenry, 2012）。いずれもその質や量の適切さは場面特異的で

あり（例えば、アイコンタクトは向社会的な行動である一方で、説得場面では敵対と捉えられる）

（Chen, 2013）、患者-医療者間のコミュニケーション場面における共感的対応を示す明確な行

動指標は示されていない。これまでの研究により、医師に対する悪い知らせを伝えるコミュニケ

ーション技術学習プログラムを開発して（講義、模擬演習、相互討論で構成）、無作為化比較試

験を行い、国際的に標準化された第三者によるビデオ行動評定システムを用いた行動分析（例え

ば、「大丈夫ですか」と声をかけていれば「他者の感情を受け止める」言動に当てはまると評定）

により共感的対応が学習可能であること、さらに患者のストレスを軽減すること、医師への信頼

感がますことが実証されている。（Fujimori, 2014）。第三者評定とはいえ、あらゆる言動の定義

には限界があり、その相互作用機序解明には十分ではない。医療者の共感的対応の作用機序が解

明されることで、奏効要素を強化する共感行動獲得のための新たな研修法の開発が可能となる。 

 
２．研究の目的 

先行研究として、不確実性の高い予後告知場面においてアイコンタクト、用いる言葉を変えた複

数のビデオを乳がん患者に提示し、各ビデオ視聴後に主観的な評価を求めた結果、アイコンタク

トを保つことではっきりと予後を伝えても不安を惹起することはなく、不確実感は大きく軽減

し、医師への信頼感、医師の共感性の評価が非常に高いことを実験心理学的に示されている

（Fujimori et al., 2018; Mori, Fujimori et al., 2019）。しかし実際の臨床場面においては

実証されていない、そこで本研究では、第三者行動評定、ビデオ課題評定から一歩進めて、がん

告知時の情動反応への医療者の共感的対応による不安軽減効果の相互作用機序の解明を目的と

して、がん告知の面談場面中のがん検診受診者の情動反応、およびその際の医師の共感的対応を

認知的側面として不安・抑うつ反応を、生理的側面とし手脈拍数を測定し、その関連を検討した。 

 
３．研究の方法 

【対象】 

国立がん研究センター中央病院検診センターにおいて医師の面談を受けた受診者、男性 32 名、

女性 25 名の計 57名（平均年齢 64 歳）を対象とした。研究協力者には、面談に係る事前の書類

送付の際に研究の説明資料を同封し、研究説明への同意が得られたものに対して面談前に研究

説明を行い、書面と口頭で研究参加への同意を得た。 

【評価手順】 

面談前、質問紙への回答を求め、研究参加者、医師両者の非利き腕に軽量の腕時計様センサー（E4 

wristband, empatica 社）を装着し、生体信号の計測を開始する。面談中の研究参加者、医師両



者の表情、発話をビデオカメラで撮影した。面談終了後、質問紙への回答を求めた。本研究に先

立ち、国立がん研究センターの倫理審査を受け、中央病院長の承認を得た。 

【評価項目】 

・ 脈拍数：（empatica社製E4 wristband） 

・ 抑うつ：Patient Health Questionnaire 9（PHQ-9） 

・ 不安：Generalized Anxiety Disorder 7（GAD-7）、State-Trait Anxiety Inventory（STAI）

-State 

・ 共感性：医師 Jefferson Scale of Patient’s Perception of Physician Empathy（JSPPPE）、

The consultation and relational empathy（CARE）、研究参加者 Interpersonal Reactivity 

Index（IRI） 

・ 社会学的背景：年齢、性別、教育年数、婚姻状況、家族構成、ソーシャルサポート、身近な

人のがんの経験、同席者の有無、疾病の既往、内服薬 

【解析方法】 

抑うつ、不安、共感性、社会学的背景は記述統計量（平均値、標準偏差、95％信頼区間）を算出

した。検診の結果、がんの可能性が低い判定 2-3 の群と高い判定 4-5 の群間の平均値を比較、t

検定により検定し、有意水準は両側 5%とした。 

脈拍は empatica 社クラウドプラットフォームから実験で計測した生体情報をダウンロードし、
面談直前及び面談直後の脈拍数を算出した。今回、脈拍数と STAI スコア相関分析を行った。 
 
４．研究成果 

【結果】 

参加者の内訳は、検診の結果、がんの可能性が低い判定 2-3 の群（48 名）と、がんの可能性の

判定 4-5 の群（9名）であった。 

Table 1. Examinee characteristics 

 

 

不安の指標である GAD-7、抑うつの指標である PHQ-9 のスコアは、判定 4-5 群の方が高い傾向に

あるものの、有意な差は認めなかった。また医師への共感性の指標となる JSPPPE と CARE も判定

4-判定 5群の方が高い傾向にあるものの、有意な差は認めなかった。 

 

Table 2. GAD-7, PHQ-9, JSPPPE, CARE means and standard deviations 

 



 

状態不安とは、特定の時点、状況により変化してゆく一時的な不安反応であり、STAI (A-State)

により状態不安を自己評定することができる。面談前のSTAIスコアは、判定2-3群(平均値38.08、

標準偏差 10.44)と比較して、判定 4-5 群(平均値 53.88、標準偏差 10.40)が有意に高値であっ

た。また面談後の STAI スコアも判定 2-判定 3群(平均値 32.54、標準偏差 8.57)と比較して、判

定 4-5 群(平均値 44.75、標準偏差 16.59)が有意に高値であった。一方、面談前後で比較した場

合、判定 2-3 群は面談前に比べ面談後は有意に低値であった。一方、判定 4-5 群は面談前と面談

後で有意な差異は認められなかった。 

 

 

Figure 1. STAI means for screening result 2-3 group and 4-5 group at pre or post 

interview  * p < 0.05 

 

面談前と面談後の STAI スコアの変化と医師への共感性の指標である CARE の相関性を検討した

結果、判定 4-5 群では、STAI スコアの変化と CARE の間に弱い相関がみられた（r = 0.35）。一

方、判定 2-3 群では相関は見られなかった。 

 

 

Figure 2. Correlation of CARE score and STAI 

 

面談前と面談後の STAI スコアの変化と心拍数の変化に関して、相関性を検討した結果、判定 4-

5 群では、STAI スコアの変化と心拍数変化の間に弱い相関がみられた（r = 0.50）。一方、判定

2-3 群では相関は見られなかった。 

 



 

Figure 3. Correlation of STAI score and Heart rate    

 

【考察】 

がん検診の結果、がんの可能性が高い結果を告げられることは、自らの生命、健康、生活への脅

威として大きな精神的ストレスとして影響し、高い不安を示した。また判定 2-3 群のがんの可能

性が低い受診者では面談前と比べて、面談後の不安が低減していた。これは面談前、高い不安感

をもっていたものが、面談により医師から説明を聞き、当初の高い不安感が取り除かれたと考え

られる。一方、判定 4-5 群のがんの可能性が高い受診者では、面談前後で、不安が軽減した者、

さらに増加した者など様々であった。これはがんの種別、検診結果の受け止め方、今後の治療と

向き合い方が受診者一人一人で異なることが反映されたと考えられる。脈拍数は、運動に伴う心

肺活動の活性化だけでなく、交感神経、副交感神経の自律神経依存的にも変動し、不安、ストレ

スが高い状態では脈拍数が高いことが知られている。本研究でも、面談前から面談後にかけて不

安が軽減していく過程で、脈拍数も減少してゆくことが認められ、質問紙による精神的指標と生

理的指標が一致した挙動を確認することができた。さらに、面談前後の不安の増減には医師の共

感的対応が不安軽減に関係することが示唆された。今後、本研究の成果の実際の医療現場への実

装を想定した場合、医療者は、質問紙回答や脈拍を指標に受診者の不安を認識することにより、

視線、語調、距離、姿勢など共感行動を変え、より円滑なコミュニケーションをとることが可能

だと考えられる。しかしながら、実際は、受診者ひとりひとりに対して、面談前後に質問紙の回

答を得て集計し、また接触型のデバイスを装着して生体データを取得することは、時間的にも労

力的にも不安が大きく現実的でない。本研究を発展的に検討し、医療現場への社会実装を実現す

るためには、例えば、近年、報告されているビデオカメラを用いて顔画像から脈拍を読み取る非

接触で取り扱いが容易なセンシング技術（Park et al., IEEE, 2015）など、動画解析により受

診者への負担や準備時間を必要としないシステムの開発、実用化が望まれる。 
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